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月 火 7J<. 木 金
8:40 ~ 9:00 登校・着替え・ミーティング
9:10 ~ 10:00 くらし(健)
1 0:00 ~ 10:30 くらし(ふれあい)
① 10:30 ~ 11 :20 くらし くらし(食) 研究ゼミ 労働 教義
② 11:20 ~ 12:10 
12:10 ~ 13:20 昼食・休憩
③ 13:20 ~ 14:10 労働 余暇 余暇 万五/ くらし
④ 14:10 ~ 15:00 fIj'紛・ミーティング
15:00 ~ 15:15 清掃・ミーティング 清掃・ミーティング
表 1 2008年度高等部専攻科適時程表













ニュアノレJ (注 1) である。ここでは第 I部 生活の基礎をつくるj， I第 2部 自分の生活
をつくるん「第 3部 自分らしく生きる J， I第 4部 社会参加するj， I第 5部 自分の権利
を生かす」の 5部門とそれぞれの中にモジューノレ(単元 ・項目)があり，健康管理 ・家庭管理





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































とである。生徒 A 君が「当 R雨が降ったら、お弁当どこで食べるワ」という問し、かけに対し
て、別の生徒 B 君が「それじゃ今度の日曜日に僕が下見をしに行ってみるよ。」と自主的に答
えた。休日に B 君は実際に下見に行き 部屋を予約してきてくれた。当日は風の強い日であっ


















鳥取大学生涯教育総合センター研究紀要 第5号 2008 (2009年l月発行)
23 
グの積み重ねの成果の学習として，山登りに挑戦したり、一周 16kmの湖山池を歩ききったり























































































































































































題を設定し話し合いを行ってきた O 議題としては登山に行こう Jr研修旅行Jr宿泊学習Jrふ
れあいまつり Jr学級の役割を決めよう Jなど多岐にわたっている。
「話し合しリにあたって，まず押さえておきたい態度部のスキルに着目した。「姿勢を良く






























ことも実感できた O そして，再チャレンジをすることで fよかったJrできたj だけではなく

































I~ なので， J I ~そのわけは， J 
・自分中心の説明から，客観的な説明ができるようになる。(ぼくは→父は~)
. 5W 1 Hを意識しながら，文章を組み立てることができる。


















































からである。また，シートは視覚的な情報であり， r考える j 場合に言葉だけよりも生徒にと
って支援となると考えたからである。
生徒たちは自分の興味あることについて黙々と調べてきた。活動は，およそ調べる 2割，パ















































































男・寺川志奈子監修 p自分づくり j を支援する学校J明治図書， 2005年， 28 ~ 30貰を参照のこと
。??
